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状
況
を
把
握
す
る
な
か
で
、

施
設
の
状
況
を
確
認
し
て

い
く
。
安
全
で
安
心
な
環

境
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
ま
た
、
ソ
フ
ト

面
で
の
充
実
を
図
る
こ
と

で
、
児
童
生
徒
の
生
き
る

力
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

く
な
ど
、
き
め
細
か
く
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

武
道
必
須
化
に
つ
い
て

【
問
】
４
月
か
ら
中
学
校
で

の
武
道
・
ダ
ン
ス
が
必
須

化
と
な
る
が
、
高
山
市
で

は
武
道
で
何
を
選
択
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に

よ
る
新
た
な
保
護
者
負
担

は
あ
る
の
か
。

【
答
】
高
山
市
で
は
剣
道

を
選
択
し
て
い
る
。
新
た

な
保
護
者
負
担
は
な
い
。

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
つ
い
て

【
問
】
高
山
市
で
は
、「
地

域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
作
成
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の

プ
ラ
ン
は
、
農
地
の
集
積

を
進
め
る
内
容
に
な
っ
て

い
る
が
、
荒
廃
農
地
の
拡

大
に
つ
な
げ
な
い
手
だ
て

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
市
で
は
今
年
１
月

か
ら
全
農
家
対
象
に
将
来

の
農
業
経
営
に
対
す
る
意

向
調
査
を
実
施
し
た
。
こ

れ
ら
調
査
の
デ
ー
タ
な
ど

を
も
と
に
、
地
域
で
の
話

し
合
い
を
行
い
、
な
る
べ

く
早
く
プ
ラ
ン
を
決
定
し

て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
国
の
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
を
活
用
し
て

地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み

を
し
て
き
た
。
特
に
鳥
獣

害
対
策
が
重
要
。
今
後
も

取
り
組
み
を
強
化
し
、
荒

廃
農
地
の
拡
大
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

小
中
学
校
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

【
問
】
耐
震
化
に
つ
い
て
は

計
画
を
前
倒
し
で
対
応
さ

れ
た
。
今
度
は
ぜ
ひ
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
車
い

す
で
学
校
生
活
を
送
る
に

は
不
都
合
も
あ
り
、
障
が

い
児
を
持
つ
親
は
心
配
し

て
い
る
が
、
対
応
は
で
き

て
い
る
か
。

【
答
】
校
舎
や
屋
内
運
動

場
の
ト
イ
レ
の

改
修
、
ス
ロ
ー

プ
の
改
修
な
ど

計
画
的
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
て
き
た
。

今
後
も
児
童
生

徒
の
障
が
い
の
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地
域
の
元
気
を
つ
く
る

農
業
支
援
を

加
や
試
合
機
会
の
増
大
な

ど
に
対
し
、
大
八
グ
ラ
ン

ド
は
施
設
的
に
も
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
。

【
答
】要
望
は
多
い
。
現
在
、

可
能
な
対
応
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

防
災
教
育
に
つ
い
て

【
問
】
高
山
に
は
、
土
砂
崩

れ
・
河
川
氾
濫
・
火
山
噴
火
・

雪
崩
な
ど
多
種
多
様
な
災

害
要
素
が
あ
る
。
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
防
災
教
育

を
ど
う
考
え
る
か
。

【
答
】
想
定
さ
れ
る
被
害

に
関
す
る
知
識
の
習
得
に

力
を
い
れ
、
地
域
住
民
の

協
力
を
得
て
防
災
教
育
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

若
者
定
住
促
進
事
業
（
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
家
賃
助
成
）

の
現
状
に
つ
い
て

【
問
】
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
が
、

市
内
で
民
間
の
賃
貸
住
宅

を
契
約
し
た
場
合
、
家
賃

補
助
は
。

【
答
】
家
賃
の
⅓
以
内

の
補
助
で
限
度
月
額

１
万
５
０
０
０
円
。
期
間

は
３
年
間
で
雇
用
１
年
以

内
の
人
。
現
対
象
者
数
は

１
９
４
人
で
補
助
総
額
は

２
５
７
７
万
２
０
０
０
円
。

【
問
】
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
助
成

は
飛
騨
市
１
万
５
０
０
０

円
、
下
呂
市
２
万
円
だ
が
、

高
山
市
の
家
賃
水
準
は
高

く
、
最
低
２
万
円
以
上
が

妥
当
だ
。
ま
た
、
若
者
が

十
分
に
自
活
で
き
る
ま
で
、

５
年
間
は
助
成
期
間
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
。

【
答
】
他
市
と
比
べ
て
そ

ん
色
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
市
の
職
員
が
住
宅
を

借
り
受
け
、
市
が
家
賃
を

支
払
っ
て
い
る
住
居
手
当

の
現
状
は
ど
う
か
。

【
答
】
家
賃
の
½
補
助
で

限
度
月
額
２
万
７
０
０
０

円
。
支
給
期
限
は
住
み
続

け
る
限
り
。
該
当
職
員
数

86
名
。
総
額
２
８
６
８
万

５
０
０
０
円
。

【
問
】
職
員
の
住
居
手
当

の
支
給
裁
量
権
は
市
に
あ

る
が
、
支
給
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
が
不
明
瞭
。

こ
れ
を
廃
止
す
れ
ば
、
定

住
促
進
制
度
の
拡
充
に
あ

て
る
新
た
な
財
源
が
生
ま

れ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

【
答
】
職
員
住
居
手
当
の

廃
止
は
検
討
し
て
い
な
い
。

専
用
サ
ッ
カ
ー
場
の

必
要
性
に
つ
い
て

【
問
】
サ
ッ
カ
ー
人
口
の
増
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若
者
定
住
促
進
事
業
の

拡
充
等
に
つ
い
て

ますます高まるサッカー熱
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